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吉舎町　人ロの動き

人口：4，467人（－6人先月比）　世帯数：1，846世帯

男2，058人　女：2，的9人　（平成23年8月1日現在）
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八
幡
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
7
月
2
8
日

（
木
）
　
午
前
9
時
0
0
分
か
ら
八
幡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
集
い
を
開
催
し
ま
し

た。

午
前
中
は
、
保
育
所
園
児
の
歌
と
紙
芝
居
、
保
健

師
さ
ん
に
よ
る
血
圧
測
定
と
健
康
ラ
ジ
オ
体
操
を

行
っ
た
後
、
手
や
足
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
感
覚
の
運

動
、
日
頃
か
ら
規
則
正
し
い
食
事
や
人
と
の
ふ
れ
あ

い
を
続
け
る
と
い
っ
た
健
康
管
理
の
お
話
。

午
後
か
ら
は
、
室
内
ペ
タ
ン
ク
を
使
っ
た
遊
び
を

行
い
ま
し
た
が
、
や
っ
て
み
る
の
は
初
め
て
の
こ
と

な
の
で
、
最
初
は
戸
惑
い
も
あ
り
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
は
い
か
な
い
よ
う
で
し
た
。

だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
く
る
と
面
白
く
競
技
に
熱
中
し

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
頂
け
た
よ
う
で
す
。

次
回
も
元
気
で
参
加
し
て
頂
け
る
の
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

（
野
上
　
清
治
）

タ
ー
で
開
催
し
約
的
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

1
部
で
は
、
三
次
市
危
機
管
理
課
の
尾
本
原
課
長

に
よ
り
、
「
災
害
発
生
！
そ
の
と
き
あ
な
た
な
ら
ど

う
す
る
n
‥
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
参
加
さ
れ
た
方

は
、
真
剣
に
話
を
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

2
部
は
、
三
次
市
社
会
福
祉
協
議
会
吉
舎
支
所
長

の
山
田
さ
ん
に
よ
り
ゲ
ー
ム
と
軽
体
操
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
高
齢
者
の
方
が
積
極
的
に
行
事
に
参

加
さ
れ
健
康
の
増
進
・
教
養
の
向
上
に
努
め
ら
れ
て

お
ら
れ
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

自
然
災
害
は

「
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
　
の
で
は
な
く

「
必
ず
や
っ
て
く
る
」

だ
か
ら
日
頃
か
ら
の
準
備
が
大
切
－
・

（
吉
川
　
清
憲
）

吉
舎
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者
の
集

い
を
7
月
2
8
日
（
木
）
に
吉
舎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン



平成23年8月10日まるごときんさい　第29号

・ヾ： ＼ヾ 鴎：宰∴：∴ 拳 �ヽ「＼ �←、 �羅曇縫鰯’ ��・‡ ∴「∴ 

‘綴 �� �；† ◆ 

繊 �．i《ri． ＼∴ � 

∴やぎ．ヾ∴＼ �締“・’ ��� 

漢書一㌢ � � �� �1－　－・． ∵∴※∴ふ �� 

ミ∴∴※：∴ ��、抗‘・ �懸綴 罵鱗雲 � � �∴∴ 

．ヾ∴．∴ ��諜 �実 �蕊淳喜怒室発熱 

・：‥ �’飽緩．鰯 ��� ��緩三二∴＝較ヾ綴i＿ 

十一・，、：． � �欒 ：ま 辞 し： ふ∴ 〕∴ � �∴ �総 ∴ ：ヾ事．： �：高言∴　∴∴∴∴ 

態 � �9： � � � 

誓業欒続発撥 �◆ � �㌻ � ��；二一一〇 � 

‘飲 � ��淡 � � � �� 

滋遵誠二浩三 �� ��� 

∴十㌧ �簿 �※類醸義認霧：ヾ：・ミ 欝一一…．、i 

2

7
月
3
日
（
日
）
午
前
8
時
か
ら
八
幡
自

治
振
興
会
役
員
等
約
5
0
名
の
協
力
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
外
と
そ
の
周
辺

の
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

草
刈
り
、
植
木
の
勇
定
、
建
物
内
の
掃
除
、

窓
拭
き
等
を
行
っ
て
頂
き
大
変
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

梅
雨
時
期
で
こ
の
日
も
天
気
予
報
で
は

午
前
中
雨
と
な
っ
て
お
り
、
作
業
終
了
間
際

に
雨
と
な
り
ま
し
た
が
な
ん
と
か
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
野
上
　
清
治
）

6
月
1
9
日
（
日
）
徳
市
自
治
振
興
会
で
は

農
休
日
を
利
用
し
て
午
前
中
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
集
会
所
の
大
掃
除
を
し
ま
し
た
。
小
中

学
生
を
始
め
約
5
0
名
の
皆
さ
ん
の
参
加
で

窓
磨
き
、
草
取
り
、
松
の
勢
定
や
庭
掃
除
、

炊
事
場
の
片
付
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し

て
2
時
間
後
に
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

午
後
は
、
お
楽
し
み
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

タ
イ
ム
で
す
。
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
。
バ
レ
ー
で

は
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ス
ー
パ
ー
プ

レ
ー
も
続
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
初

め
て
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ピ

ン
は
水
を
っ
　
札
た
大
き
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
倒
れ
に
く
か
っ
た
の
で
す
が
、
3
人
の
方

が
ス
ト
ラ
イ
ク
を
取
り
ま
し
た
。
曽
根
さ
ん

の
指
導
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
は
昨
年

に
続
き
2
回
目
で
す
が
、
皆
さ
ん
大
変
上
手

に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
は
小
中
学
生
と
長
寿
会
の
8
名
の
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
野
営
原
　
暢
）

新
し
く
考
え
ら
れ
た
「
う
さ
。
か
め
宅
急

便
」
は
、
前
後
を
2
人
で
提
げ
て
箱
が
落
ち

な
い
よ
う
に
、
工
夫
し
な
が
ら
笑
い
を
誘
う

競
技
で
し
た
。

小
学
生
の
リ
レ
ー
で
は
、
運
動
会
で
き
た

え
た
健
脚
で
速
い
こ
と
速
い
こ
と
。

応
援
に
熱
が
入
っ
た
よ
う
で
す
。

地
区
対
抗
の
輪
投
げ
で
は
、
4
地
区
に
別

れ
て
対
戦
し
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
優
勝
さ
れ
た
A
チ
ー
ム

（
古
市
全
域
）
の
輪
投
げ
の
表
彰
式
が
あ
り

ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
が
多
数
参
加
し
て
頂
き
ま

し
た
こ
と
や
、
役
員
の
皆
様
方
の
数
々
の
ア

イ
デ
ア
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
殿
納
　
勝
文
）

会
ミ
ニ
運
動
会
を
、
吉
舎
中
学
校
体
育
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
吉
舎
駐
在
所
の
木
村
さ
ん
を
来

賓
と
し
て
招
待
し
、
9
時
よ
り
開
会
式
で
ス

タ
ー
ト
し
「
う
さ
ぎ
」
と
「
か
め
」
に
分
か

れ
て
、
最
初
の
能

れ
を
し
ま
し
た
。

っ
た
五
入
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（
日
）
朝
9
時
か
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

炎
天
下
の
中
、
1
5
人
の
参
加
者
で
真
剣
に

ま
た
楽
し
く
プ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
1
位
　
吉
川
　
実

2
位
　
久
保
井
　
義
之

3
位
　
坂
本
　
利
和

さ
ん
で
し
た
。

※
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
幅
広
い
年
齢
層
で
出
来

る
や
さ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

こ
の
敷
地
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
皆
さ
ん

も
っ
と
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
用
具
の
貸
し
出

し
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
な
く
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

（
大
上
　
清
隆
）

コ
ン
サ
ー
ト
に
備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
当

日
は
保
護
者
を
は
じ
め
町
内
の
方
も
た
く
さ

ん
ー
こ
ら
れ
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

（
藤
村
　
恵
子
）

安
田
自
治
振
興
会
で
は
、
7
月
9
日

（
土
）
　
午
後
7
時
か
ら
ナ
イ
タ
ー
で
、
恒
例

の
安
田
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
安
田
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
が
一
一
十
数
名
と
例
年
に
比
べ
少
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
中
学
生
が
多
数
参

加
し
て
く
れ
、
元
気
な
プ
レ
ー
で
ゲ
ー
ム
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
気
持
ち
は
一
一
歩
も
三
歩
も
前
に
出
て
い
る

ん
じ
ゃ
け
ど
、
身
体
が
言
う
こ
と
を
き
か

ん
」
と
言
い
訳
し
な
が
ら
も
、
さ
す
が
元
野

球
少
年
の
中
年
お
じ
さ
ん
た
ち
は
、
子
ど
も

た
ち
に
好
プ
レ
ー
を
見
せ
て
お
り
ま
し
た
。

楽
し
く
プ
レ
ー
し
な
が
ら
、
世
代
間
交
流

も
し
っ
か
り
出
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
溝
上
　
洋
）

7
月
2
9
日

（
金
）
　
午
後
7
時
か
ら
吉
舎

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
日
影
館
吹
奏
楽
部
と

吉
舎
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
奏
者
は
前
日
よ
り
入
念
に
練
習
を
さ
れ

中
四
字
自
治
振
興
会
で
は
、
三
次
市
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
補
助
金
を

利
用
し
て
、
休
耕
田
を
活
用
し
た
果
樹
栽
培

地
に
す
ぼ
ら
し
い
看
板
を
2
ヶ
所
設
置
い
た

し
ま
し
た
。
や

梅
の
収
穫
が
終
わ

り
次
は
、
桃
の
収
穫
が

出
来
る
日
も
間
近
と

な
っ
て
い
ま
す
、
こ
の

広
報
が
お
手
元
に
届

く
頃
と
な
る
で
し
ょ

う
。
是
非
賞
味
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

（
山
口
　
怒
　
）
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吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
で
は
、
吉
舎
楽

生
塾
と
し
て
7
月
2
2
日
　
（
金
）
　
「
市
政
推

進
に
あ
た
っ
て
の
私
の
決
意
」
と
題
し
て
三

次
市
長
　
増
田
和
俊
さ
ん
に
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

市
長
立
候
補
の
公
約
の
三
点
は
実
行
出
来

そ
う
だ
と
話
さ
れ
、
市
政
に
つ
い
て
は
「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
三
次

中
央
病
院
に
患
者
7
人
に
1
人
の
看
護
師
を

配
置
す
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
三
次

に
住
み
続
け
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
着
実

に
す
す
め
て
行
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

（
藤
村
　
恵
子
）

今
年
も
、
『
し
ま
な
み

チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
イ
ク
リ

ン
グ
』
が
開
催
さ
れ
、
7

月
2
8
日
く
∴
即
日
の
3
日

間
、
吉
舎
町
内
の
小
学
校

5
・
6
年
生
2
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

真
夏
の
し
ま
な
み
海

道
を
向
島
か
ら
今
治
城

ま
で
自
転
車
で
走
り
、
全

員
揃
っ
て
ゴ
ー
ル
し
ま

し
た
。全

長
7
0

る
「
し
ま
な

を
超
え

道
」
を
、

自
分
の
力
で
走
り
き
っ
た
子
ど
も
た
ち
の

ゴ
ー
ル
の
笑
顔
は
充
実
感
た
っ
ぷ
り
で
と
て

も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

（
東
　
一
也
）

三
次
交
通
安
全
協
会
吉
舎
支
部
で
は
、
夏

の
交
通
安
全
期
間
中
の
7
月
1
3
日
　
（
水
）

午
前
1
0
時
か
ら
、
吉
舎
パ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
お
い
て
、
交
通
安
全

テ
ン
ト
村
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
吉
舎
保
育
所
の
園
児
さ
ん
が
作

成
し
た
グ
ッ
ズ
や
安
全
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
吉
舎
保
育
所
み
ど
り
組
の
み
な
さ
ん
。
保

育
士
さ
ん
と
共
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
手
渡

し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

（
福
永
　
和
夫
）
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（、∴∴ � ��醗 �「心を強くする」7つの扉‾宇佐美‾百合子／善‾く人生訓〉 文系のための生へ科学束‾大学生命科学教科著編集委員会／緩く生命科学 ���〉 

薄‘ 懸 綾 � � � � �発雷する家「エコだハウス」入門小池百日子／善く建築〉 おうちでいただくワッフル福田淳子／善く料理〉 現役サラリーマンの自給自足大作戦はたあきひろ／善く宴楽〉 全国鉄道アミューズメント完全ガイド講談社／籍〈鉄道〉 テクノボー宮沢賢治の叫び山新哲雄／普く伝記〉 母と息子の老いじだくねじめ正一／善くエッセー〉 一瞬と永遠と蔽尾望都／書くエッセー〉 など、39冊 児童書 名探偵コナン理科ファイル天気の秘密青山剛昌／原作〈てんき〉 サルが木から落ちるスーザン・巳クインラン／善くねったいりん〉 サカサかそ＜のだんなしぷいぶしなんだ宮西達也／作くことばあそ ルルとララのふんわりムースあんひるやすこ／作・絵くよみもの〉 獣の奏者5．6．土橋菜穂子／作〈よみもの〉－ ミス・カナのゴーストログ斉薩洋／作〈よみもの〉 もしもであははそうまこうへい／作くえぽん〉 たいせつなてかみマックス・ベルジュイス／絵と文〈えぽん〉 じいちゃんのよるきむらよしお／さく〈えぽん〉 しげちゃん長谷川霧史／作くえぽん〉 など33冊 ＊貸出中の場合は予約もできます。どうそこ利用ください。 

∴： � �� � 

繋：ヾ：＼ � ��発き 綴 ：：、今、 終 発 �畿濡滋終読．．高 � � � 

言 � � �� � � � � � 

蜜懲熊※譲　諒‡ �� � 

＼ヾ∴ ∴＼ ；： ��� �炎 

∴∴ヽ： �「＼ヾ、㍉：∴∴＼；∴言∴ 畿綴畿緩総務鰯一・・醐将 …発議；””撼 ���� � � 享 �� � �・淑 ��� 

i 

ig：： 悪 さ � � � �　潔 緩讃宴 ヽ．： ��� � 

今月のひとこと ���������� 

欝 �「今、若い人たちのなかには、大きな夢を持つことを恥ずかしいことだと思っている人もいるよう 

愚 �です。確か ���こ、実力が全く伴わない ������のに、とてつもなく大きな夢を持っているのは、気恥ずかしい 

ことかもしれません。しかし、私I ��������ま、大きな夢を持ったほうがいいと思います。仮に自分に今、能 �� 

力がないとしても、夢を燃やし続ければ、自分の夢を聞いてくれた人が夢をつないでくれるかもし 

れないのです。」 
～「コンビニもない町の義肢メーカーに届く感謝の手紙　誰かのために働くということ」 

欝 �中村俊郎／著より－ 

瑳 � �ふ緩： �綴畿怒滋議 � � �サルが木から落ちる　ス‾サン’巳クインラン／藷荒業絵そひ，麗 

，一、，－－－－　－・ �毒 ��サカサかそ＜のだんなしぷJ ルルとララのふんわりムース 獣の奏者5．6．土橋 一〇 �∴三∴三三∴∴「∴ 　∴l 斉薩洋／作〈よみもの〉 こうへい／作くえぽん〉 クス・ベルジュイス／絵と文〈えぽん〉 らよしお／さく〈えぽん〉 史／作くえぽん〉 など33冊 きます。どうそこ利用ください。 　匪 

；： �蔦縫灘総；※溺滋謙 幾；””撼 ；∴ ��� �．、ヽ・： ）ヾ∴ 擬 

総 � ���� ��ミス・カナのゴーストログ もしもであははそうま たいせつなてかみマッ じいちゃんのよるきむ しげちゃん長谷川霧 ＊貸出中の場合は予約もで 

「 �� � � �角′・ノ �・淑 ��挽 i � 

瞥 � �� �薫 ＼∴ ���� 

i・ 〉宇 簿 態 ���∴ 文 治 ＼ �� �緩i護整綴 ヽ．： ���綾 

今月のひとこと ���������������������／′ 

「今、若い人たちのなかには、大きな夢を持つことを恥ずかしいことだと思っている人もいるよう 

です。確 ����かに、実力が全く伴わない �����のに、とてつもなく大きな夢を持っているのは、気恥ずかしい 

ことかもしれません。しかし、私は、大きな夢を持ったほうがいいと思います。仮に自分i ������������������こ今、能 

力がないとしても、夢を燃やし続ければ、自分の夢を聞いてくれた人が夢をつないでくれるかもし 

れないのです。」 
～「コンビニもない町の義肢メーカーに届く感謝の手紙　誰かのために働くということ」 

中村俊郎／著より－ 

鴻撃鋸鋸設∴ � �� 

藻☆☆おはなし広場☆☆☆ とき8月10日（水）10時30分「 テーマぼけぼけおばけ～ （小学生にも楽しいおはなし会） とき9月14日（水）10時30分～ テーマおいしい絵本をいただきます。 ����������� �� ���：∴ 緩認態欝 �”ノ′・・－： シー：宣長・窓享：：～や ��� �� 
、筑 前務 ∴「、ヽ ��∴可目し∴ �� �■∴ �� 

∴　∴∴ ��� �� � �、；二子 

索 � ��十 

∴∴ 

藻、 ∴＼． 鯛 �繋 �二綴．≡；； ・一人； �� � �� �語群繋 〕∴ 

婁・ ヾ � ���� � �≡≡≡二三三笠藻羅緩 

漆 遼〝 、技 撫： ．十二 ���ー‾ズー‾： � �：∴： ∴∴：輿 �．＼言∵∴∴∴∵： ・， や．： 

；；ヽ � � ���隠　／∵ �饗畿 � �饗 � ��� �� �畷 

∠ゝ ‾7 ��年も、小〃中学 ����校の夏休み期間中は、毎日開館します。 ������ �繍・・ノ擬凝然 ��∴■∴ 畿 �� ��∴ 綴 � �∴∴ � 
譲 ∴ �懸；議 ��∴「： ���÷ 

汗‾「蒜おはなし広場蒜「‾目地 � � � �欝 �3 � � �！？＝i＼〝 �� � 〇 日霊嵩豊富 態三－器豊書誌ますo ：嚢三三三三三∴ ∴一∴一－－÷轟 　音ヨ駁満開艶聞‾ � � � � � � � �、；二子 ∴∴ �� �綴‾ 
索 ��� 

亘 �� �護 � � �寧 � 

「ベ　　∴∴∴ �� �∴ � � �一“∴ � ��綴：∴∴葦 「∵∴ �綴顔 ・， 
丈：ま：； 子∴「 ：∴∴ 緩 撥 溺‘； � �漆 � � �京．∴二塁曇 を三三 ��察 

∴■∴ 　∴∴∵∴∴ヾ 騨嵩：．撥灘鰯‘・・鷲 ∴＼＼＼＼「∴∴一∴点∴∴言 �� � �緩 � �∴「： i’“塁’ �� �馴 

！、 � � �ミ∴ 「 �懇 話 � ��i 

￥ �綴 

綴＿ � � �．1’・i醗 ��� �� �撥緩 

i翌・－．．、．、．。、、，．－，、　．－．．．、．、、、．．・　　十〇・ゝ《　－．一、－、、駆－＿・＿＿i＿＿　＿＼一〇1、．1一筆、‥＼滋、＼1′… ���・刷、＿購・＿・＿・－＿章一1－・．iミ11－．－縫・－i－1－、　－蝕－、／騒 
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8日から／1－5日は． 

苗盆の1 �����h 1．8．15 煙、l ：：＿一ヽ �な 
家 総 　認困惑．一一 　∴∴寸∴ ∴． �����閥 鰹 ∴＼ 

∵： 薫 �く：、：ヽ �� 

洩i 霊： �∴∴ 綴 綴 �薫 � 

〆“＼， ｛し＿ノl � � � � ����：：各条 �蕊製総、・一叢 ∴∴ミ∴∴．∴∵ 

i l ヽ、／ �� �� � ��√：： 

；§三二一 
：■ ���� ���‡ � �霧 ヾ∴ 喜一） 

溌霊。議了 � �� 

∴ノ 

一冬夏祭り会場のイベントテントで専用台紙に

）、ンコを1個押してもらってください。

ハンコ2個で吉舎ふれあい祭りの

商工会青年部“女性部の売店100円引き券になります。

※
専
用
台
紙
Iま

8月　8日（月）　－畑薬師如来緑日

夜6時一　　　　　　三五一畑薬師堂

8月13日（土）　安田ふれあい納涼の夕べ

夜7時～　　　安田小学校グラウンド

8月14日（日）　やわたふれあいの夕べ

夜7時～　　　八幡小学校グラウンド

8月14日（日）　納涼の夕べ

夜8時～　　　　　　敷地グラウンド

8月14日（日）　慰安の夕べ

夜8時一　　　　徳市分校グラウンド

8月15日（月）　吉舎ふれあい祭り

夜6時～　　　　　　　吉舎支所周辺

田富舎ふれあい祭り英行馨賞金
6

行
っ
て
み
ん
さ
い
ね

来
て
み
ん
さ
い
ね
、
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軸ん鰭で考えよう吉舎の地誌髄鞘と愈蕎その74

敷地保育所は1歳から5歳の14名の元気な子どもたちがいます。

保育所ではその元気な子どもたちと一緒に野菜を育てています。

採れた野菜はきれいに洗って食べたり、調理が必要なものは順番
で持ち帰ったりしながら“地産地消”をしています。

7月の始めには初めてきゅうりを収穫「ちかちかするね・““」
「うんうん　これはきゅうりのにおいじゃ“・“」と興味津々。

そしてきゅうりはちかちかに注意しながら採ることも経験し初収

謬 � �溺 � �祭 � � 

淡 �’綴慾 �� ��ヽ　－ヾ・ � 

、綴 �’‘譲 �豊． ：∴ 

∵ ∴ ∴∴： � �� �‥綴綴、． � � �� 

：∴ ＼ � ��＼簿 ��婆 � �秋 葉； � 

騎 ��� �’i′′ � � � �：、 � 

∴∴：ざ∴ ��網臆面擬i ��� 

種を喜びました。
採れたての野菜は新鮮でとってもおいしく、子どもたちも喜んで食

べています。「苦手なきゅうりも保育所のきゅうりは特別で、持って

帰るとすぐに食べます」と嬉しい報告もあります。が‥・先日、収

穫を楽しみにしていたとうもろこしが、タヌキ？キツネ？カラス？に

ほとんど食べられてしまいました。畑のそばにころがっていた芯を見

て「あーあ　きれ一に食べとるわあ・・“」と保育士がつぶやくと
「えらいね！のこさんこうにたべたけえ」と子どもたち。そしてし

てみて　ありさんもたべよ－るよ（〈つ・‥」と保育士とはちょっと

違う表情で嬉しそうに見ていました。こんな優しい気持ちも育ってい

る子どもたちです。
これからジャガイモを掘る予定ですが、このジャガイモは保護者会主催の夏の

お楽しみ会でのカレーに使います。みんなで会食するのを楽しみにしていま

す。

月に一回　給食センターから池田栄養士さんが来られ、子どもたちと一緒に

給食を食べられます。「給食センターさん　おはよう！」「給食　もってきて

くれたん？」と喜ぶ乳児組（1°2歳児）。

幼児組（3〃4〃5歳児）では、吉舎でできた野菜や果物、良くかんで食べる事
の大切さなどを教えてもらいながら楽しいひと時を過ごしています。
「ほうれん草を給食では食べるんですけど家では食べないんです。。“」と心

配される保護者の方には調理のアドバイスもされています。
このように、保育所ではいろんな体験をしながら“食育”についてかかわっ

ています。

食べるだけではなくその野菜の成長や変化、においや感触など、保育所で育て
た野菜に少しでも関心をもち、旬の新鮮な野菜を食べる事で、安心・安全〃そ
ごせればいいなと思っています。

∴∴ � � � � 

”：・畿綴 �懸 

態慾綴“綴懸 ：∴ �、’・綴緩綴綴 � �樹 � � � 

：∴蕊∴：寸∴ぎ∴ � � 

畿緩澄　登懇 ��� ��� �．漣、i 　∴∴∴ i．∴㌧ 

騒扉慈i＝；遵 ��　　ゝ・： ：叛・や ：｛； � �「：子 　　　　　　　　・．孝 

、灘・．　、．寂総溌添態 �� � ����綴懸 

て免疫力を高め、健康に過

（敷地保育所）

（
東
　
一
也
）

1
0
日
　
（
日
）
　
吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
第
7
回
吉
舎
町
児
童
生
徒
意
見
発
表

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
8
名
の
児
童
生

徒
が
、
百
名
近
い
人
の
前
で
の
発
表
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
落
ち
着
い
た
様
子
で
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
や
夢
を
熱
を
こ
め
て
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
司
会
の
中
学
生
2
名
も
息
の
あ
っ

た
進
行
で
、
大
会
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し

ま
し
た
。

来
場
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
方
も
、

子
ど
も
た
ち
の
意
見
発
表
を
領
き
な
が
ら
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
た
様
子
で
、
世
代

を
超
え
て
温
か
い
心
が
通
い
合
う
充
実
し
た

発
表
大
会
で
し
た
。

震
い
い
事
案
－
詳
霊
霊
た
ま
申

年
育
成
吉
舎

浮
誓
書
灘
洋
書
ギ
霊
－
嵩
－
岩
だ

7
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ヽてつ冨暑」

参加者募集中！！

汗ラクラク」から「ややきつい」運動まで

講　師　今原正美さん

参加費　500円
鑓虹∵∵＼

安田小学校グラウンド安田ふれあい納涼の夕べ8月13日（土）19：00－

八幡小学校グラウンドやわたふれあいの夕べ，8日14日（日）19：00－

敷地グラウンド敷地納涼の夕べ聯計4日（日）20．00－

徳市分校グラウンド慰安の夕べ8月14日（日）20．00～

吉舎支所周辺吉舎ふれあい祭り8月15日（月）18：00～

三良坂～吉舎（XalO4）「銀の道飛脚プロジェクト」1日目8月20日13：00－14：00

吉舎（XalO4）～甲奴「銀の道飛脚プロジェクト」　2日目8月21日　　8：00－9：00

吉舎生涯学習センター吉舎楽生塾講演会「鳥獣被害から農作物を守る」9月16日（金）10：00－

中四字コミュニティセンター中四字地区敬老会9月17日（土）10：00～

徳市分校グラウンド徳市地区運動会”敬老会9月18日（日）9：00～

八幡小学校体育館八幡地区敬老会9月18日（日）11：00～

敷地地区敬老会9月19日（月）11：00～

吉舎生涯学習センター吉舎地区敬老会9月19日（月）11：30－

矢野温泉「あやめ」安田地区敬老会9月21日（水）9：45～

発行〃編集／『まるごときんさい』編集委員会吉舎町自治振興連合会三次市吉舎町吉舎718番地1電話〃FAX：43－7272
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毎
月
　
第
1
・
第
3
火
曜
日

場
所
・
時
間

〇
三
次
市
役
所

〇
三
良
坂
支
所

引
き
取
り
手
数
料

○
成
犬
。
成
ね
ー

1
頭
　
（
匹
）

○
仔
犬
〃
子
ね
一

1
頭
　
（
匹
）

1
0
時
0
0
分
～

日
時
4
0
分
～

」
　
（
生
後
9
1
日
以
上
）

に
つ
き
　
二
千
円

」
　
（
生
後
9
1
日
未
満
）

に
つ
き
　
四
百
円

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
環
境
政
策
課

電

6

2

I

3

1

3

6

2
ト
ン
車

［
く
み
取
り
日
］
　
9
月
5
日
　
（
月
）

4
ト
ン
事

［
く
み
取
り
日
］
毎
週
月
曜
日
。
火
曜
日

（
祝
祭
日
を
の
ぞ
く
）

申
込
先

総
合
調
整
係
　
雷
4
3
－
3
1
1
1

※
く
み
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、
毎
週
金
曜
日
午
後

3
時
ま
で
に
、
三
次
市
吉
舎
支
所
総
合
調
整
係
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

余
裕
を
持
っ
て
早
め
に
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の

利
用
に
つ
い
て

毎
日
8
時
0
0
分
か
ら
盤
時
ま
で
利
用
で
き
ま

す。
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
マ
シ
ン
巡
回
指
導
日
。
金
曜
日

9
時
0
0
分
か
ら
日
時
5
0
分
ま
で

（
※
午
後
は
一
般
利
用
可
）

〃
8
月
1
2
日
。
1
9
日
〃
2
6
日

“

9

月

2

日

◎
午
前
中
が
利
用
で
き
な
い
日

。
9
月
1
0
日

◎
午
後
が
利
用
で
き
な
い
日

・
9
月
7
日

◎
一
日
中
利
用
で
き
な
い
日

。
8
月
2
5
日

。
9
月
8
日
・
9
日

◎
施
設
閉
館
時
は
支
所
宿
直
室
で
カ
ギ
を
受
取
り

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
合
調
整
係
電
4
3
－
3
1
1
1


